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〈i王国真現象〉について

一中国1990年代初頭の文学現象の一考察＿

堀野

はじめに

i王国真。 (I)1990年代初頭、「中国詩壇にセンセーション

を巻き起こしたプリンス」 (2)と称される一人の青年詩人が

突如として現れた。手書きで広がり始めた名もなき一詩人

の作品は若年層の熱狂的支持を受け、やがて中国全土に社

会現象を引き起こした。これは76年以降の新時期文学にお

いて他に類を見ない例である。しかし市場経済導入による

文学の商品化の波に乗ったプリンスが、その体制下で過去

の詩人となるまでにそう時間は要らなかった。その意味で

i王国真は時代を鮮やかに駆け抜け消えていった彗星の如き

詩人であった。詩人i王国真が何者であるかを問うことは、

彼を待望し、歓待し、やがてあっさりと打ち棄てた中国の90

年代初頭が如何なる時代であったかを問うことに通じる。

忘れられかけた詩人i王国真を今とり上げる意味は、ここに

ある。

第 1章 〈；王国真現象〉序曲

「読者自身が発見した詩人」 (3)と称されるように、国真

詩の特徴の一つは若年層の間を先ず手書きで浸透していっ

たことである。 誓南大学の中文系に在学し、折々に筆を執

って憂さ晴らしをしていた学生国真の詩は、最初のうちは

キャンパス内の公報を飾る程度であった。それが少しずつ

話題にのぼるようになり、やがて「我微笑着走向生活」が84

年10月「年軽人」 (4)に掲載されると、次々に「青年文摘」 (5)

や「青年博覧」 (6)に転載された。しかし、胡旦中の「追踪

“i王国真熱”」 (7)に拠れば、代表作「熱愛生命」は87年当初、

詩人自身が投稿した北京の権威ある文学刊行物、次いで四

川の某刊行物（胡旦中は文学刊行物か詩歌刊行物であろう

と推測している。筆者は前者を「詩刊」、後者を「星星」

と推測する。）の何れにも不採用にな った。そのために国

真は主に青年向けの刊行物に作品を投稿し続けた。やがて

「熱愛生命」は北京の雑誌「迫求」 (8)88年第 2期に掲載さ

れると爆発的人気を博し、同年「読者文摘」 (9)第10期、「青

年文摘」第10期に次々と転載された。このように青年向け
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刊行物や文摘類の紙上を借りて、 i王国真は徐々に誰もが知

る詩人に成長していった。

実は、処女詩集「年軽的潮」の出版は、 詩人自身全く予

期していないものだった。江迅の「美的征服、始干“手抄

本"-“i王国真熱’'采訪手記」 (10)にその出版までのエピ

ソードがある。 90年春、 一人の女子学生が自分の愛好する

詩人の作品を手書きし、書名と序をつけ、「夢幻出版社」

出版として一冊の手抄本（すなわち手書き本）を編集した。

ある女教師が学生たちが熱心に何かを書き写している様子

を目にする。「何を書き写しているの？」「詩です。」「誰の

詩？」「i王国真。」「i王国真？ （女教師はその名を知らない。）

皆さんは彼の詩が好きなの？」「ええ、北京中の学生みん

なが大好きです。」この何気ない会話は女教師からその夫

に伝えられる。偶然にも彼女の夫孟光は北京学苑出版社編

集室主任だった。実際にその手抄本に目を通した孟光はこ

れを詩集として出版すれば、きっと若者たちの心を惹きつ

けるにちがいないと確信した。早速上司に建議し、同時に

その詩人i王国真を探し出して出版の許可を要請した。そし

て、 90年4月20日に出版社に渡された原稿が同年 5月21日

にはすでに刊行されている。これは脱稿から出版に至るま

での期間の短さとしては、それまでの中国出版界の新記録

だった。こうして一人の少女の純粋で善良で美しい夢が現

実となって処女詩集「年軽的潮」が出版された。そして、

その夢のような現実が後続の注国真詩集に引き継がれたの

である。また山束省の「済寧日報」に勤務する若い女性王

滓も同様に手抄本を作っていた。その手抄本が「済寧日報」

の李木生の計らいで直接詩人自身の手に渡る機会を得た。

国真は自分の作品が丹念に手書きされ、書名と序まで付け

られ、そのうえ内容にも細心の配慮がなされていることに

驚嘆し、彼らの依頼に応じて自らの署名を書き加えた。こ

のエピソードを耳にした文化芸術出版社綜合編集室主任の

許延鈎は、是非ともそれを手抄本の形式のまま出版したい

と考え、その目論みは果たして大成功したのだった。この

「年軽的潮」は同年10月に広束の花城出版社からも出版さ

れ、 10万冊を 4回刷っている。同様に第二詩集「年軽的思

緒」も全て王滓の手書きで同年 8月に出版され、 14万冊を
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3回刷った。この「年軽的思緒」は新聞出版報が報道した90

年の 10大ベス トセ ラーに文芸書としては唯ー選ばれてい

る。次いで第三詩集「年軽的風」も同年10月に花城出版社

から出版された。 この「年軽的潮」、「年軽的思緒」、「年軽

的風」はi王国真の三部詩集である。つい最近まで無名だっ

た新人の詩集となれば、出版社としては慎重になるのが普

通であろう。しかし、この‘l王国真の三部詩集に関しては、

出版社は何の条件も付けずに出版を即決した。

注国真の詩集は、中学生から大学生、または10代から20

代の労働者などを対象に飛ぶように売れた。彼らは、いわ

ゆるそれまでの新時期文学の読者とは異な った人々であ

る。例えば91年当時、王府井の新華書店では、通常の詩集

の入荷部数が50-100冊だった。それまで一番よく売れた

徐志摩(II)の詩集が2000冊、また国真とほぼ同時期に人気

の高かった席慕蓉(12)の詩集でさえ3000冊であった。とこ

ろが国真の詩集は5000冊を入荷し、しかもそれが一ヶ 月あ

まりで完売になるという売れ行きであ った。 91年 5月の上

海文化芸術報は、当時、 i王国真の作品には執筆中からすで

に二、三年後の購入予約まで入っていたと報じている。

こうしてi王国真熱 (i王国真ブーム）は急速に加熱してい

った。 80年代終盤か ら90年代初頭の中国詩壇、或いは出版

市場といえば、上述の席慕蓉の人気が未だ冷めやらぬ時期

である。この席、注の両詩人の詩風は若き愛読者たちによ

って、その表現方法が平易で庶民的且つブーム的要素を特

徴とすることから「熱潮詩」と命名された。 (13)このような

経緯で、何の変哲もなかった一人の文学青年が、若年層に

とっての、いわば教祖的存在に祭り上げられてい ったので

ある。

第 2章 〈；王国真現象〉

こうしたi王国真熱は、やがて文芸の枠を超えて、多方面

に渡り 90年代初頭の中国全体に影響を及ぼす社会現象に発

展していくことになる。 〈i王国真現象〉とはその総称であ

る。では以下にその内容を具体的に迫ってみる。

国真に関しては詩集だけでなく、詩の解説本、朗読集、

カセ ッ トテープ、カード 、字帖、年賀状、葉書などが次々

に商品化され売り出されるようになる 。沢山の出版社が

色々な形式で一人の詩人を売り出すのは建国後初めてであ

った。91年当時、北京、狭西、吉林、遼寧、浙江、安徽な

どの二十あまりの出版社が彼の作品の出版を計画してい

た。例えば国際文化交流音像出版社は音楽を背景にした詩

の朗読カセットを、北京青年音像出版社は彼の歌のテープ

を出版している。国真詩に曲を付けた 「青春時節 ―-i王国

真抒情詩歌曲系列之ー」は、北京の人気歌手杭宏（当時、 21

歳）が歌っている。中央電視台、北京人民広播電視台など
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が続々と特別番組を放送した。このようにマスメディアの

後押しでその知名度の高まりに拍車がかかったのも特徴の

つである。 例えば「熱愛生命」は、発表のニヶ月後に中

央電視台社会教育部の孫慧によ って演出され、放送文芸工

作団の李暁碕に作曲されて、全国番組司会者賞コンクール

のイヴニングパーティーの曲として「路」と改名された。

間もな く国真は孫慧と の合作でテ レビ「服装文化録」 の解

説の台本を担当するよ うになった。90年 1月19日には中央

電視台が詩人i王国真をテーマにした番組を放送した。その

番組をきっかけに国真は若年層向けの番組の監督である王

洪超とも知り合いになり 、その王洪超から91年の五四晩餐

会の主題歌を書く要請を受けた。こうして国真は作詞家と

しての手腕を振るう機会にも恵まれたが、当時の人気ぶり

は例えば91年の北京電視台の五四特別番組で選出された新

曲30曲のうち六分の一が彼の作詞であ ったことからもわか

る。このようにマスメディアが媒体とな ったことで国真の

存在はあまり書物を読まない人々にも知られるようになっ

たのである。

90年10月から 12月頃まで国真は北京の各大学の講演会に

招かれて、頻繁に自らの詩についての講演を行っている。

人民大学、北京外国語学院、北京航空航天大学、北京大学、

外交学院など、 三十校近くの大学で講演したが、教室はい

つも満席になり 、講演終了後はサインを求めて聴衆が一時

間近くも並んだ。 この流れを受けて、 91年 5月、国真は初

めて全国 「吟遊」（いわばキャンペーン）に旅立つ。この

うち 、上海と北京の訪問は、 上海市新華書店と北京文化芸

術出版社が企画。上海市新華書店の関係者は「文瀧書展」

での国真詩の大変な売れ行きを見て、彼の詩集は巨大な商

業利益があると考えて提案した。 5月 3日 ；正午、上海到

着。 午後は「文化芸術出版社新書発表会並びに注国真と上

海記者懇親会」に参加。夜はインタピューを受ける。4日；

大観園と市内を観光。 5日；午前中は南京束路の新華書店

でサイン会。午後は友人を訪問。夜はインタビューを受け、

声像出版社の録音をした。 6日；午前中に出版編集者と会

談。午後は「i王国真と上海青年懇親会」に出席。夜は華束

師範大学に駆けつけ大学生と懇談。 7日；午前中、カセ ッ

トの録音テープを出版するために撮影。正午半に上海より

出発。 この時期に国真がこなしていた過密日程はこのよう

なものであ った。

ただし国真詩は必ずしも一様に支持されていた訳ではな

い。例えば91年 5月 6日、華束師範大学の懇談会場では、

「畳紙船的女核）し」、次いで「給我一介微笑就移了」を朗読

する国真に、 一人の男子学生が握り拳で激 しく机を叩いて、

「元々 何かの出来事があ った時に詠むのが詩なのに、生活

の中から こんなに簡単に題材を取るのなら 、我々は中文系

で一体何を したらいい のか？彼は我々を侮辱している。」



〈i王国真現象〉について

などと抗議した。 この発言 をき っかけに、国真に贈る詩を

読みあげる者や熱く賛辞を述べる者、憤然と抗議する者や

反論する者との激しい議論の応酬となり、会場は騒然とな

った。この華束師範大学での激論は「i王国真事件」と呼ば

れている。「熱潮詩」と呼ばれる国真詩自体にも議論を呼

ぶ性格はあるが、大学生があるテーマについて激論を交わ

すことはそう珍しいことではない。その騒ぎが「事件」と

呼称されるようになるまで、詩人i王国真の存在は彼らの中

で、もっと広義では中国社会の中で、すでに影響力のある

存在となっていたのである。

第 3章注国真の詩的世界

ではこれから‘i王国真の主要な作品を見てみよう。

わたしは微笑みながら生活に向かって歩んでゆく

わたしは微笑みながら生活に向かって歩んでゆく

生活がどのようなやり方でわたしに返礼しようとも

平坦さでわたしに答えたとしようか

わたしは懸命に流れることを喜ぶ小川になろう

困難さでわたしに答えたとしようか

わたしは厳かに思索する大きな山になろう

幸せでわたしに答えたとしようか

わたしは空高く天翔るツバメになろう

不幸せでわたしに答えたとしようか

わたしは何千何万という打撃に耐えることができる強

靱な竹になろう

生活の中に笑い声は欠かせない

笑い声のない世界はきっととても寂しいに違いない

何者もわたしの生活に対する愛情を変えることはでき

ない

わたしは微笑みながら熱く燃える生活に向かって歩ん

でゆく

我微笑着走向生活

我微笑着走向生活／元詑生活以什仏方式回敬我

扱我以平坦喝／我是一条炊迎奔流的小河

扱我以崎躯唱／我是一座大山庄戸地思索

扱我以幸福喝／我是一只凌空〖翔的燕子

服我以不幸唱／我是一根効竹経得起千由万磨

生活里不能没有笑声／没有笑声的世界核是多公寂莫

什公也改変不了我対生活的熱愛／我微笑着走向火熱的

生活

84年10月「年軽人」発表。全国的に注目を集めた最初の

作品である。文革終結後、 80年代を迎えて、人々は新たに

覚えた個々人の戸惑いや悩みを何によって解決してよいの

かわからなかった。殊に若年層は生きる指針を失い右往左

往していた。「我微笑着走向生活」は、彼らの日々の生活

に指針を示し、生命に息吹を与え、果ては人生の方向付け

をした、いや正確には、しようとしたと言 うべきかもしれ

ないが、そういう代表的作品である。

)のら

生命を愛す

成功できるかどうかを思い悩む気はしない

遥か彼方を選んだからには

ひたすら夜を日についで風雨を顧みず行くだけだ

愛情を勝ち取ることができるかどうかを考える気はしない

薔薇が好きになったからには

勇気をもって真心を告白するだけだ

死後に北風や冷たい雨が襲ってくるかどうかを考える

気はしない

目標が地平線であるからには

この世に残しておけるのはただ後ろ姿だけだ

未来が平坦なのかぬかるんでいるのかを考える気はしない

ただ生命を愛しさえすれば

全ては思ったとおり

熱愛生命

我不去想是否能移成功／既然迭祥了返方／便只頴汎雨

兼程

我不去想能否廠得愛情／既然帥情干政塊／就勇敢地吐

露真減

我不去想身后会不会袈来寒凩冷雨／既然目栃是地平銭／

留給世界的只能是背影

我不去想未来是平坦述是泥沖／只要熱愛生命／一切 都

在意料中

国真詩の中で最も愛好され最も有名にな った作品であ

る。 この詩が88年「追求」第 2期に発表されてから 〈i王国

真現象〉がいよいよ本格的になった。明る＜希望を持って
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諦めずに邁進しよ う、それも以前とは違って自分自身の為

にである。こういう 国真詩の思考は、この時代だったから

こそ通用した一種の思想であったとも言える。

山は高く道は遥かなれど

叫びは爆発した沈黙

沈黙は声無き呼びかけ

激しかろうと

静かであろうと

僕は希う

ただ何もしないことだけはしたくないと

もし遥か彼方が僕を呼ぶならば

遥か彼方に向かって行く

もし大きな山が僕を呼ぶならば

大きな山に向かって行く

二本の脚が破れて血だらけになったなら

いっそのこと夕陽で小道を染めさせてやる

両手が棘で破れただれたなら

いっそのこと棘と茨をツッジに変えてやる

脚よりも長い道はない

人間よりも っと高い山はない

山高路近

呼咸是爆友的汎獣／況獣是元声的召喚／不詑激越／述

是守静／我祈求／只要不是平淡

如果返方呼喚我／我就走向近方／如果大山召喚我／我

就是走向大山／双脚磨破／干脆再辻夕阻徐沫小路／双

手刻忙／索性就辻荊棘変成杜鞘／没有比脚更長的路／没

有比人更高的山

「叫び」は「激しさ」に、「沈黙」は「静けさ」に繋がる。

そして、例え如何なる状況でも何もしないで自分の殻に閉

じこもっているよりは、兎に角、他人に働きかけていきた

いと続く。前4行では自己の態度表現について綴っている。

他者とのコミュニケーションを積極的に持とうとする態度

の表明であり、他者へのイ動きかけを奨めている。比喩を用

いたll~14行目を解釈しておこう。険しい行程を歩くうち

に足のマメも潰れ、滴り落ちる血で道が真っ赤に染 まる。

両の手で荊を掴んでは前進する ので、その荊もッツジのよ

うに真っ赤に染まる。けれど、 一向に構いはしない。道が

血で染ま ったな らば夕陽でもっと赤くしたらいい、荊が血

で染まったならば、いっそのことそれをツッジに変えてや

れ、自分はど うあ っても先進する ことを止めはしない、ど

んなに長い道程でも歩き通す、どんなに高い山でも登りき
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る、堅固な意志の表明である。 この詩も、困難に負けずに

果敢に人生を前進していこうと呼びかける国真詩の思想を

よく 表している。

紙の船を折る女の子

彼は大人になって

紙の船を折るのが好きな女の子と

知り合いになった

その女の子は海が好き

海岸の金色の砂浜が好き

黄昏の砂浜をぶらぶら歩きするのが好き

ある日

その子はぶらぶら歩いているうちに

何気なく彼の家に入った

その夜、母親が彼に聞いた

誰か女の子が来ていたんじゃないの

彼は答えた

いや、来てないよ

母親は微笑んだ

じやあ、その紙の船は誰が折ったの

桑紙船的女核）し

他仮大了／i人沢了一介／喜炊桑紙船的女核／那介女核

喜炊海／喜炊海岸金黄的沙涌／喜炊在黄昏里的沙涌漫

歩／有ー天／那介女核漫歩／漫近了他家的I‘l口／晩

上、娼娼同他／是不是有介女核子来辺了／他回答悦／

没有、没有胴／娼娼ー笑／i青同、那介紙船是淮桑的

日常生活の中の他愛ない出来事をそのまま綴ったこの詩

は、「i王国真事件」に見られるように賛否の分かれる作品

である。しかし筆者はこの詩を目にした時に、大変な驚き

と新鮮さを感じた。中国でこんなに何気ない題材で書かれ

た詩が公然と市民権を得る時代が来たのか。国家や社会や

共産党のために働きかけることもなく、自分が好きな題材

で書く 、あ くまで「人間」が中心なのだ。詩句は嵩尚では

ないがわかり易い、メルヘンティ ックに詠んだって構わな

い。それまでの中国で、 三毛や席慕容など台湾の詩人が補

っていたそういう要素を、 i王国真の登場でやっと埋めるこ

とができたのである。

少し微笑んでくれるだけでいい

溢れるほどの想いを僕に寄せないで

君は僕にどんな報いを期待しているんだろう

気持ちの借りは何よ り重たいんだよ
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僕には報いる術もない、かとい って忘れてしま うこと

もできない

少し微笑んでくれるだけでいい

一杯の水っぽい酒のように、 一筋のやわらかな風のように

これこそが何より人の心に響く告白なんだよ

まるで春風のように、暖かくて盟々とした

給我一介微笑就移了

不要給我太多情意／辻我拿什公述弥／感情的僚是最重

的呵／我元法服答 又忠能忘氾

給我一介微笑就移了／如薄酒一杯、像柔凩一楼／送就

是一篇最幼人的宣言呵／佑佛春天 温馨又獣逸

「桑紙船的女核）し」と同様に、この「給我一介微笑就移

了」も、これと言っ て社会的意義や意識のある詩ではない。

だが、前述の理由で、とても人気の高かった作品である。

僕にはわかっています

喜びは人生の宿場
いのち

苫しみは生命の航程

僕にはわかっています

あなたが心沈んでいる時の

最もふさわしい贈り物は

穏やかな大空を届けることだと

あなたは途方に暮れているのかもしれないし、

はっきりと答えをだしているのかもしれない

夜の帳がおりる時に

あなたは感じるでしょう

あたたかな眼差しに見つめられていると

僕にはわかっています

あなたが頬の涙を拭う時に

にっこり微笑むにちがいないと

その時、僕はあなたに囁くことができるのです

ほら、ご覧

えんじゅの花が芳しいね、月が清かに輝いているね

我知道

炊尿是人生的騨姑／痛苦是生命的航程／我知道／当弥

心緒況重的肘候／最好的礼物／是送弥一片守静的天空

弥会迷憫／也会清醒／当夜幕低落的吋候／弥会感受到／

有一双温暖的眼睛

我知道／ 当弥拭干面類上的泊水／弥会畑然ー笑／那

吋、我会径径対弥悦／走咆弥看／槻花正香 月色正明

独白

性格が明朗だというわけではないのです

実際には、沢山の憂鬱もあるし

沢山の眠れない日々もあって

僕を噛み苛んでいるのです

生命というものは光輝いているだけではないのです

ただ僕は笑うことが好きなだけです

新鮮で明るい雰囲気が好きなだけです

僕はお茶のようでありたいと願っています

苦しみや渋みは心の中に留め置いて

芳ばしい香りばかりを放つような

独白

不是我性格升朗／其実、我也有許多悦伶／也有許多失

眠的日子／呑嘆着我／生命以来不是只有絆燈

只是我喜炊笑／喜炊空呵新鮮有明亮／我恩意像茶／把

苦湿留在心里／散友出来的都是清香

「我知道」と「独白」について述べたい。 49年以降、文

学を通じてなされてきた「人生の教師の説教」は「闘い ・

建設 ・未来の為に ・よ り良い社会主義の為に ・祖国の為

に」というものであった。ところが、文革の結果、人々は

これらの説教のニセモノ性に気づきその世界観は崩壊した。

やがて80年代から90年代を迎え、若年層にと っての人生

は廃墟と化してしま った。一個人として人生をどう生きた

らよいのか誰も示唆してくれない。折しもそこへ人生など

という少し照れくさいテーマについて、臆面もなく語って

みせる風変わりな大人が現れた。その大人がたまたま詩人

だった。国真詩には、この時代の若年層のそういう「渇い

た部分」を潤す要素があったのだ。彼らは身のまわりの細々

したことに対する答えを国真詩の中に求めたのである。

大人にならなければどんなにいいだろう

大人にならなければどんなにいいだろう

鉄の鈎で

月を転がすことができるから

地面にしゃがみこんで

星でおはじきができるか ら

ベス トを脱ぎ捨てて

銀河に遊びに行くことができるか ら

大人にな らなければどんなにいいだろう
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例え茶の葉のように芳ばしい友人がいようとも

例え美酒のよ うに芳醇な恋人がいよ うとも

例え野苺のように真っ赤な事業があろうとも

大人になれば

悩みがどうしても楽しみよりも多くなるか ら

人不長大多好

堀野

人不長大多好／就可以用鉄鈎／漆月亮／就可以躇在地

上／弾星星／就可以把背心一尼／逗恨河

人不長大多好／嗚伯有茶叶一祥香的朋友／嗚伯有美酒

一祥醇的恋人／嗚伯有野草苺一祥鮮紅的事此／人長大

了／煩悩忌是比快尿多

この作品と解説は「i王国真独白」第 2章「童年是ー場遊

戯」に収められている。幼い頃、父の振世が中央労働部に

勤務していたため、国真は母の桂英の送り迎えで労働部幼

稚園に通園していた。64年、振世の中等専門学校教育局へ

の転属に伴い、国真も和平里ー小から教育局近くの龍路学

校分校（現、大木倉小）に転校した。一家はすぐに引っ越

しができなかったので、国真は出勤する振世に連れられて

登校していた。下校時にバスの定期券を使って道草をする

「溜車」が、 7歳の国真の一番の楽しみだった。文革が始

まり69年に振世が下放されるまで、国真一家の生活は平穏

で幸福だった。この作品は「童年是ー場遊戯」で「大人に

なってからの記憶にある幼年時代の楽しかった思い出は大

切なものだ。この詩はそんな幼年時代の楽しかった思い出

を暇に任せて詠んでみた詩の一つである。幼年時代は遊戯

のようだ、遊戯はとても美しい。」 と解説されている。

尚、以上の詩は「i王国真的独白」「論i王国真的詩」 (14)に

拠った。

第 4章 注国真詩の評価

これらの作品のどこが若年層の熱狂的な支持を受けるこ

とになったのかを考察するために、ここで当時の若年層や

評論家の意見を参考にしたい。当時、 i王国真については各

学校や各大学で朗読会や討論会が盛んに開催され、新聞や

雑誌にも沢山の評論が掲載された。本章ではその中から代

表的な評論を二つ紹介したい。

先ず、肖堂、陸林の評論「熱点当中的冷静思考一有関

注国真詩作及其出版熱的座談側記」 (15)を要約する。この評

論は北京大学と北京市第二中学で開かれた座談会での大学

生や中裔生の発言を参考にして書かれている。

①国真の詩は全体的に言っ て、 一種の積極的に向上しよ

う、健康で明る＜生きようという前向きな人生観を表
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現している。例えば、北京市第二中学の張娼は、国真

の詩の中には離琢もなければ、悲観的な憂鬱もな く、

誠実で健全な立派な感情に満ちており、読む者に向上

心と責任感を感じさせると言う。 同じく第二中学の陳

萌は、国真の詩は人生の旅路の困難や悩みも書いてい

るけれども、しかし、悲観、失望はなく、逆に人々に

真で善で美的なものを追求するように呼び掛けてい

る。こういう呼び掛けは人々の共鳴を引き起こすと言

っている。

②国真の詩はわかり易く、極普通の人、取り分け青少年

の情感の流れを表現している。北京大学の王少峰は国

真の詩を華美な語句がなく文章の構成が割と綿密で言

葉が通俗的でわかり易いと言っている。更に北京市第

二中学の張娼はこう語る。国真の詩は小川のように清

く透き通っていて川底が見えるようだ。浅いことで却

って澄み渡るように、平易だけれどもそれが却って意

味をはっきりさせている。また緑茶のように、薄いけ

れどもそれが却って芳香を漂わせている。これは中学

生の読書に非常にふさわしい特徴である。

③国真の詩は雅文化の形式で出現した俗文学である。極

普通の読者の芸術鑑賞能力に一定程度適している。つ

まり、朦朧詩のような高級な文学と違って普通の生活

感覚、感情を表現 している。だから大多数のあり ふれ

た読者、つまり、 青少年の鑑賞に適している。それ故

に歓迎されるのである。北京大学の王海凌は国真の詩

は一種の市民階層の文化を代表していると言っ てい

る。

④国真の詩は思想的に深みに欠けているという北京大学

の侯紅蕊のような意見もある。国真詩の題材は非常に

狭く、内容も比較的浅い。花鳥風月でなければ青春と

か夢とかで、あまりにも単純すぎる。生活の深みから

練り出された人に深くものを考えさせるようなもので

はない。

次に、曲聖文の評論「i王国真現象ー一青春期的閲読期待」(16)

の要点をまとめたい。l王国真の詩を歓迎するような青年心

理的な理由として、 13、14歳～27、28歳までの青少年、青

年期の人間の特徴として次のような点を挙げている。

①幻想を好み失望しやすい。

②衝動的ですぐ意気消沈する。

③友情を重んじ翡されやすい。

④人生経験が浅く、そのために知識欲が強い。

⑤社会経験が少なく、何かやってやろう、何かを しよう

とい う意気込みが強い。

これ らの特徴か ら、こ の時期の青少年にふさわしい書物

は次のようなも のであるとする。

(a)知識欲を満た すもの 、つまり色々な専門知識
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に関するもの；自然科学、社会科学、生活知識、

文化娯楽など。

(b)感情体験を満たすもの； 具 体的には感情

生活を表現する様々の文学作品。

(C)人生経験を表現したもの； 具体的には人生

経験を述べた小説や伝記文学。

ところが、国真詩以前の当代文学には、これらの要求を

満たす作品が出現していなかったので、香港や台湾の作家

がそれらを補っていた。85、86年ないし87年にかけて、愛

情小説の涼瑶(17）、三毛 (18)、席慕蓉、苓凱倫 (19)や武侠小

説の金庸 (20) が流行したのは、中国の作家がそれを満足さ

せるような作品を書いていなかったからである。小説家の

中にはそれらを描く作家が多少いたが、詩人の中には全然

いなかった。国真詩はその要求を満たすものだったという

のである。

具体的には、

①事業や前途に対する追求；「熱愛生命」や「山高路遠」

などに見られるように、目的を達しなければ絶対に休

まない、時代の要求に答え、事業に献身する豪情な気

持ちを描いている。

②人生道徳； 一種の物事に超然とする人生態度、楽観的

な態度を述べている。

③恋愛 ；どちらかといえば失恋の詩が多い。「恋愛は我々

を楽しくするが、失恋は我々を深刻にする ・・・• 笑

うのもいいし、泣くのも悪くない」という国真は人生

に対する一種の達観を表現している。

④その他；別れと関係ある切々たる思い、 事業や事物に

対する追求と関係のある信念などを描いている。また、

現代の生活のやり方や息吹についても書いている。

要するに、国真詩は、若年層の日常の喜びや悩み、成功

や失敗に対して感情に満ちた注釈と回答を与えている。そ

のことによって成功者には有頂天にならないよ うに落ち着

きを、落伍者にはもう 一度向上しようとする意欲を、失意

の者には慰めを得させているのである。

以上が当時の新聞や雑誌に広 く伝え られた主な見解であ

る。これらについては筆者も同意見である。最後に筆者は

中国の評論家たちが言っ ていないこと、つまり、新時期文

学の中での 〈‘l王国真現象〉について私見を述べて本稿を終

えたいと思う。

第 5章 新時期文学の中での〈；王国真現象〉について

1. 1990年代初頭の中国社会と新時期文学の潮流について

1990年代初頭の新時期文学を論じるにあたって、先ず中

国にと っての「1989年」について検証しなければならない

と思う 。中華人民共和国成立か ら40周年、改革開放政策を

打ち出してか ら10年が経過していた当時の中国は様々な矛

盾を抱えていた。地域格差、階層的な格差は拡大し、また

開放政策とテレビの普及によ って海外の事情に対する認識

もより現実に近いものになっていた。政治を民主化するな

らばも っと経済も発展し、 豊かな生活がおとずれると信じ

られ、ブルジョア自由化は四つの基本原則と勝ったり負け

たりの攻防戦を繰り広げていた。その民主化運動が高まり

を見せ、 89年にはついに第 2次天安門事件が発生する。 こ

こではその経緯と評価については詳述しないが、村上宏は「中

国「内陸」発 一底辺か ら見た「中華世界」の真実ー 」(21)

で「中国は二十世紀の終わりになるまで安定した国民国家

をつくる事業に失敗した。中国では誰もが「国家」「制度」

を信じない。数年もしないうちに変容してしまうからだ。」

と述べている。自分たちの民主化の要求を「動乱」とみな

され党による武力弾圧を受けた民衆、殊に若年層はこの天

安門事件以降生きる方向を見失っていた。国真が登場した

90年代初頭は丁度その時期に合致する。仮に北島の「回答」

に代表 される朦朧詩人 (22)が89年天安門事件までの民主化

の意識を誘導したと言うならば、 i王国真は民主化運動鎮圧

後の初裡える若者たちに生きる指針を示したと言える。そ

してここに 〈i王国真現象〉が生じた一つの理由が認められる。

また、中国では90年から株式市場が始まり、 92年 2月28

日付の中共中央第二号文書で下達された郡小平の南巡講話

は、 高まりつつあ った左傾思潮を一掃し改革開放路線を決

定づけた。同年 6月 9日に江沢民総書記は中央党学校の省

・部クラスの班学習で重要な演説を行い、郡小平の南巡講

話の精神の実行こそ中央と地方の重要な任務であるとし、

計画経済体制から市場経済体制へ移行することを強調し

た。この演説から新しい経済体制は社会主義市場経済と呼

ばれるようになった。そこで文学に話を戻すと、この市場

経済の導入によ って文学は消費化、商品化され、それまで

の新時期文学は変貌を遂げた。王紀人の「新時期文学的終結」 (23)

に代表される ように、生活様式も価値観も多元化した中国

社会の中で、もはや新時期文学は終焉し新たに后（ポスト）

新時期 (2-1)に突入したと提起する声が次々に上がった。小

説でいえば80年代終盤から起こ った新写実主義や先鋒、新

状態とい った文学が后新時期文学に数えられる。王紀人が

圭 ぅょうに、そもそも新時期文学を貫徹する文学精神は、

国家の運命に対する関心、人間の尊厳と価値の尊重、社会

改革とイデオロギー改革への参加意識、芸術上の探索精神、

とい ったものであり、この文学精神を体現した作品が、反

思（反省）、啓蒙、探索という新時期文学の特徴を形成し

ていた。80年代の新時期文学は正にこの憂慮意識を背景に

成立していたと言えるのである。しかし文学はその使命感

や責任感によ って政治に関与したために逆に政治からの干
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堀野

渉を招き圧力を受ける結果となる。加えて西洋の文芸思想

の流入でその観念自体にも変化が生じた。そして現実を回

避することを余儀なくされた文学からは憂慮意識が消滅し

ていくことになる。また、新時期文学は社会性や政治の「大

きな物語」には注目したが、その中で、 一人一人の個人が

どう生活すべきかという具体的な「小さな物語」はほとん

ど無視していた。やがて90年代になって国家、社会、民族

への関心は薄れ、個々人の生き方に人々の関心が向くよう

になった。例えば新写実主義の代表とされる劉震雲の「地

面いちめんの鶏の毛」 (25)のように、商品経済下で大志や理

想などを持たなくなった中国人の生活にスポットを当てた

作品も現れたが、それらの作品は普通の生活者が何を考え、

どう生きているかを日常生活の瑣事の描写から浮かび上が

らせようと試みるもので、読者に生きる指針を与える要素

は含まれていなかった。そういう文学的風潮の中で、第4

章の曲聖文の評論中 (a) (b) (c) で確認したような要

求を満たす作品は出てこなくなっていた。 i王国真の登場は

その文学的土壌と無縁ではない。国真はまだ理想や信念を

持ち、未だ人生の挫折を経験していない若年層の心理に働

きかけた。だからこそ新たな社会の中で生きる指針を模索

し何処かで見つけること、或いは誰かに答えてもらうこと

を渇望していた若年層から熱狂的に支持されたのである。

いわば新時期文学を終わらせた文学的な根拠こそが詩人注

国真を生みだした根拠になったのである。新時期文学或い

は中国文学全体との関連で見れば、注国真はそれらが無視

してきた部分に光を当て、それまでの文学の欠落を補った

と言える。そして益々複雑且つ合理的に変質している中国

社会だからこそ、実は、文学はi王国真によって光を当てら

れたような要素を忘れずに包括していかねばならないので

はないだろうか。

2.新時期文学の詩潮流における国真詩について

76年10月の「四人組」失脚後、文革期の中国詩壇を構成

していた多く非職業的な工農兵詩人（労働者、解放軍兵士、

下放した知識青年や農民など）や、 一部の文革に同伴した

職業詩人は文壇から退場することになった。やがて 78年

の平反（名誉回復）によって文壇に生還した詩人たちは、

当時30代後半から40代半ばで、青年期を新中国建国初期に

過ごし、その後反右派闘争 (57年）、文化大革命 (66-76年）

といった混乱期を経てきた人々である。彼らが10年あるい

は20年余りの沈黙を破って最初に声高らかに唱えたのは、

苦難の日々や生還の喜び、そして新しい中国共産党や中国

の未来に対する期待であった。そのほぼ同時期に現代詩の

新詩潮として朦朧詩と総称される象徴詩を書く青年詩人た

ちが登場する。彼らは文革後の中国現代詩の最も前衛的な

一面を切り開き実質的にリードしてきた。79年以来詩壇で

は「難解、晦渋で朦朧としていて何を言いたいのか解らな
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い」と評されるその詩潮の是非をめぐり朦朧詩論争が繰り

広げられていたが、重ねて83-84年に行われた精神汚染キ

ャンペーンで彼らは沈黙を強いられることになった。やが

て85年に朦朧詩論争が終結し朦朧詩人たちは全面的に詩壇

の承認を得て発言を再開した。しかし、ほぼ時を同じくし

て朦朧詩の盛行に対する反動を掲げて更に若年の詩人たち

（多くは当時、 二十歳過ぎ）が登場した。文革期に生まれ

幼少年期を文革期に過ごしたその詩人たちは第三代詩人

（中国語では第三代人。或いは新生代、后堀起的詩人。）（26)

と称され、 86年になって一気に詩界の注目を惹くようにな

った。中央、地方を問わず「中国」「詩刊」「詩歌報」「星

星」「草原」などの文学雑誌はこぞって彼らの詩を掲載し

た。第三代詩人は主張内容から非非主義、整体主義、奔漢

主義などいくつものグループに分類されるが、分類の内容

はここでは詳述を避けたい。例えば非非主義の主要メン

バーの周倫佑は1952年生まれ (86年のグループ成立当時34

歳）、藍馬は1957年生まれ（当時29歳）である。「我微笑着

走向生活」が84年10月「年軽人」に掲載され徐々に話題に

上りだした時、 1956年生まれの注国真は28歳だった。つま

り国真は第三代詩人と同世代で、且つほぼ同時期に若年層

の読者の注目を集めたのである。国真詩は文体は華麗さに

欠け、また思考的にも深さに欠ける。ところが90年代にな

って爆発的な人気を誇り世間の話題をさらったのは国真詩

だった。難解で一般の読者には何を言いたいのかわからな

い朦朧詩や先鋒性は認められるが詩的主張とその実践であ

るべき実作品の間にかなりの距離が目立つ第三代詩人の作

品に較べ、国真詩は兎に角平易な表現を用いて、恋愛や友

情や人生や思想や修養などについて率直に語りかけ、当時

の若年層の心に溶け込み易かったのである。マスメディア

の打った宣伝が彼を流行り者的存在にしたせいか、当初は

彼の存在は既成詩壇から無視されていたが、 87年から94年

にかけて「詩刊」も彼の作品をいくつか掲載している。 (27)

3.市場経済の賜物としての〈；王国真現象〉

90年代の中国では市場経済が文学や芸術にも介入するよ

うになり、それらさえ消費化、商品化されるようになった。

文学でいえば売れるものは出版され、売れないものは相手

にされない。そういう状況にあって、手書きで浸透してい

た国真詩の中に商品としての価値を見出した出版資本が国

真詩をより良く売れる商品として出版市場に売り出した。

これが 〈i王国真現象〉のもう 一つの側面である。

92年から社会主義市場経済が遂行され、中国は社会主義

から実質的な資本主義に移行する。万言書(28)は「1992年

以降、主な宣伝、世論分野で、 ブルジョア自由化を批判す

る文章は基本的になくなり、 ブルジョア自由化が再燃しだ

しているばかりか、より激しさを加え、深さも幅も天安門

事件以前をはるかに超えている。「社会主義か資本主義か
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を問わない」 「すべて金のため」という思想に導かれて、

横領、賄賂強要、贈賄、収賄、密輸、麻薬販売、詐欺、ポ

ルノ、売春などが堤防の決壊したようにあふれだし、腐敗

は第二の新しい段階に達した」と述べている。それまでの

倫理、観念、行動様式が役立たなくなった社会では、もは

ゃi王国真風の理想は打ち砕かれ意味を持たなくなってしま

った。国真自身が多様化する社会にあ って、読者に応える

ものが書けなくなり、出版市場も 1日態然として商品価値を

失った詩人を見捨てたのである。市場経済の中で変質して

しま った90年代の若年層は以前のように国真詩を手書きす

るような純粋さを持たなくなっている。つまり、詩人‘i王国

真を創造したのも抹殺したのも改革開放なのである。 この

ように文学の消長が経済的な動機、つまり雑誌やジャーナ

リズムの意向で決ま っていくというのが后新時期文学の特

色の一つである。 i王国真の辿った運命も正にこれによ って

左右されたものであ った。そしてこの特色は、今後の中国

文学を考えるときの注意点でもある。これに絡んで、特に

純文学の行方に警鐘を鳴らす者は多い。

4. (;王国真現象〉の意味について

このように90年代の中国文学は、文革後の改革開放政策

の中で社会主義の一元的文化が崩壊し、社会主義リアリズ

ムー点張りでない多元的な価値観の中で育まれた。換言す

れば、社会主義思想がカバーできなかった部分を補う様々

な思潮が出現した。つ まり読者が自分の好みに応じ公然と

自分の読みたいものを読めるという状況が生まれたのであ

る。国真詩は、社会主義とは関係のない地点で人生や恋愛

や青春を考えることを欲した若年層の要求に応え得る対象

として受け入れられたのだった。しかしそれだけが支持さ

れた理由ではない。それまでの中国文学が基本にしていた

毛沢東の文芸講話の第一要求は「文芸は政治に服務する」

という強い政治性にあったが、 80年代には文芸講話の要求

に応じた文学作品は何の力も持たなくなっていた。人々の

関心が政治にはなく経済や自分の身のまわりのことに移っ

たからだ。政治的色彩が欠落している国真詩は、却って若

年層には魅力となったのである。また、文芸講話は「人間」

の「階級性」を重視し、「人間」を普通に生きる存在とし

てではなく「闘争の人」と見なしている。そこで文学は人

間が如何に社会主義建設や革命のために闘うべきかについ

ては書いてきたが、普通の状況で人間がどう生きるべきか

については述べてこなか った。やがて三信危機(29)で問題

になったように、 80年代後半には人間は如何に生きるべき

かに答える者はいないという状況がおとずれた。誰もこの

問いに答える者がおらず、共産党の理論も、社会も、父母

も、既成の文学もこれに答えていない、答えようとしてい

ないという状況が出現したのだ。国真詩は「人生の基本、

人いかに生くべきかとういう根底にあるもの」という命題

に誰も答える者がいない中でその役割を担ったのである。

それこそが彼の詩が若年層の心を引きつけた最大の理由で

ある。同時にそれが国真詩と 〈i王国真現象〉の意義なので

ある。

注

(1)以下は、主に 「i王国真独白」 (i王国真 ・巴丹著 1991 ・ 6 国

際文化出版公司）を参考にした。

1956年、北京生まれ。原籍は福建腹門の后渓郷英村社。父

の王振世、母の李桂英、 一つ違いの妹の四人家族である。振

世は屡門大学教育系卒の知識分子。90年当時は北京の中等専

門学校教育局に勤務していた。桂英は初級中学までの教育だ

ったが子供たちには高等教育を受けさせたいと考えていた。

詩人i王国真のルーツを辿ればこの両親の教育方針に帰すると

ころが大きい。振世は 9歳になった国真に 「三国志」を読み

聞かせ、先ず読書の楽しさに触れさせた。両親の願い通り、

国真は「水滸伝」や「西遊記」、「紅楼夢」などの古典文学や、

当時人気のあった「烈火金剛」や 「野火春風斗古城」などの

書物をすすんで手に取るようになった。 68年に「毒草」とし

て禁じられた文学のうち、「赤と黒」や 「アンナ ・カレーニ

ナ」などいくつかの作品を禁止以前に読むことができた。

やがて文革が次第に国真の家庭や進路に陰りを落とすよう

になる。69年に父振世が安徽省鳳陽の五七干校に下放され、 78

年に北京の教育部に復職するまで一家は離れて暮らした。更

に親戚に海外在住者が多い 「海外関係」にある国真の家族は

スパイ容疑をかけられ批判の対象にされた。その影響で、71

年に北京実験中学を卒業したが、高級中学への進学が許され

ずに北京第三光学測量工場に就職し、エ員として 7年間を労

働に費やした。 77年の入試制度の改定後、大学の受験資格を

得る。当初は理工系学部を目指していたが最初の受験に失敗

して文科系に転向した。翌78年、 醤南大学中文系合格、22歳。

彼は幼い頃から一途に軍人になることを夢みていたが20歳で

その夢を捨てている。その理由を知る手がかりはないが、文

革の経験が影響しているのかもしれない。

国真は大学生になってから文筆活動をはじめているが、そ

の明確な動機についても手元の資料からは見えてこない。習

南大学在学中の79年4月12日発行 「中国青年報」（中国共産

主義青年団機関誌。青年向けの全国誌。51年4月27日創刊。66

年8月停刊。78年10月復刊。所在地は北京市海運倉 2号。）

に初めて作品が掲載された。全国誌掲載は初めてだった。掲

載後、国真は編集部の梁平より手紙を受け取り、 賢南大学校

報に載った詩が選抜されて 「中国青年報」に転載されたとい

う経緯を知った。詩人i王国真の名は少しずつ知られるように

なっていったが大学在学中はあまり有名ではなかった。82年

大学卒業後、中国芸術研究院 (78年に文化部の直属機関とし

て設立。主として戯曲、 音楽、美術、映画、舞踊や外国の文

学芸術の理論と現状を研究している。）に配属され、 「中国文

芸年鑑」編集部の副主任に就任した。〈i王国真現象〉が起こ

った当時もここに勤務していた。尚、「中国文芸年鑑」は82

年9月に第 1巻が文化芸術出版社（北京前海街17号） より刊

行された。管見の範囲ではi王国真の名は第 3巻に見える。

(2) 胡旦中 「追踪 “i王国真熱＂」（「文化熱点大反思 i王国真現

象 備忘録」哀幼鳴 ・李小非編 学林出版社92年10月出版）

より。

(3) (2) に同じ。

(4)共青団湖南省発行の月刊誌。1981年7月創刊。36頁、定価0.20

元。定期購読部数21万部。

(5) 中国青年出版社出版（在北京）。1981年に不定期刊行物とし
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て創刊。82年に隔月刊。83年から月刊誌になる。

(6) 共産主義村年団福建省委員会の主編。福建青年雑誌社発行。

1985年 1月 「青年報刊選摘」として創刊。85年 5月 「涌内外

昔年文摘」に改名。86年 1月から 「青年博覧」となり月刊誌

として刊行。

(7) (2) に同じ。

(8) 中国青年出版社出版。1986年 1月創刊。隔月刊。

(9) 甘粛人民出版社（蘭州市）刊。1981年 3月創刊。当初隔月 1-ll

だったが82年か らは月刊。定価0.6元。

(10) (2) に同じ。

(11) 1897~31年 詩人で散文家。新月派の代表詩人で抒情詩を多

く書く 。飛行機事故で死亡。

(12) 1943年～。台涛の女流詩人で散文家。 81年出版の第一詩集 「ヒ

弔香」は86年までに35版刷られる。85年には台湾のベストセ

ラーランキングで上位を占め 「席慕容年」と称された。

(13) 91年 5月に中山大学、華南大学、習南大学、中山灰科大学の

学生数十名が華燕ホテルで開催した座談会 t．で命名された。

「熱潮」は「急激な裔まり、高揚、プーム」の意味。

(14) 「論国真的詩」雪若 ・夢谷編選1991• 7青洵人民出版社 出版

(15) 「文化熱点大反思 i王国真現象 備忘録」所収。

(16) 「年軽的詩与思 江国真」（大連市聯文研究室庫月 1991 延辺

大学出版社）に所収。

(17) 1938年～。台浩の女流小説家。台湾の受情小説の集大成者 と

称される。

(18) 1943~91年 台海の女流散文家。病気入院中自殺。中国大陸

でも当代文学の著名作家に数えられる。

(19) 生年不詳。香港の小説家。女性。香港屈指の人気作家の一人

に数えられる。

(20) 1924年～。香港の小説家。武侠小説を多く占く 。最近、翻訳

がでた。

(21)日本経済新聞社99年出版。

(22) 北島、顧城、黄鋭、白日、食指、舒妙など22名あまりの、文

革後から新しく登場した、独 自の表現方法で詩を掛く 一群の

詩人を指す。登場当時、ほとんどが20代の青年であ った。彼

らが刊行した 「今天」 （ガリ版刷りの非公認出版物、いわゆ

る「民刊」）は、78年12月から80年 9月までの 2年足らずで

全 9冊に過ぎないが、文革後の中国現代詩の最も前衛的な一

面を切り開いたと言ってよい。

(23) 「文論報」 (93・ 6 ・ 12)。作者の王紀人は 「上涌文学」編集長。

(24) 「文芸報」 38期 (92・ 9 • 26) で初めて 「后（ポスト）新時

期文学」という表現が用いられ、 93年か ら賛否両論が文学ジ

ャーナリズム を賑わせた。78年から推進された改革開放が新

時期文学という新しい文学を生んだが、やがて改革開放の深

化がそれを変質させ、終焉させることになり 、90年代に入っ

て、その流れを汲んで新たに后新時期文学が登場したと提起

された。新写実主義小説、新市井小説、新歴史小説、新改革

小説などがそれに含まれる。
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(25) 井作者は劉震裳 (1958、或いは60年生まれ 男性河南省出身）。

「小説家」 91年 1期発表。「小説月報」91年 1期、 「中篇小説

選刊」91年 2期、 「新華文摘」91年 5期、 「作品争鳴」96年 6

期に再録。「中国現代小説」91年夏 ・22号に日本語訳掲載。

北以の官庁に勤める若い夫婦のもの語 り。 大学時代は大きな

理想を抱いて努力していた -．人がいつしか 「大志だと、人生

の大理想だと、糞ったれ、それは若かったときのことだ。俺

も適‘11に暮らしている、それだって人生じ ゃないか。」 と考

える人間に変わ ってい く。 勤務先と 家を往復し 、飯を食い、

眠り、洗濯し、お手伝いとや り合い、了供の世話をする、そ

んな日常生活の瑣事を綴った新写実主義の代表的小説。他に

池莉の 「煩悩人生」（t.涌文学87・ 8)、「太I湯出世」（「鈍山」90

・4)、「冷也好熱也好括着就好」 （「小説林」91・ l)や、方

方の 「風景」（「当代作家」87・ 5)、「落日 」（「鐘山」90・ 6)、

劉震雲の「単位」（「北以文学」89・ 2)、土安憶の 「叔叔的

故事」（「収穫」90・ 6) などがある。

(26) 洪子誠 ・劉登翰著 「中国当代新詩史」（人民文学出版社94年

出版）中の 「新詩潮的“新生代＂ 」、店佐昌障の 「朦朧詩以後

の中国現代詩」（季刊 「中国研究」87年 8号）に詳しい。

(27) 87年10月号、表紙裏に程亜企の油絵 「心曲」と共に国真の詩

が使われたのが最初。次いで88年12月号 (l首） 90年 2月号

(3首）、同年12月号 (7首）、 92年10月号 (5首）、 94年 3月

号 (2首）に見られる。

(28) 本来の題目は 「わが国の安全に影響を与える若干の要素」と

いう 。94年から95年はじめにかけて褐かれた。署名はな く、

策者は今だに1遣月。95年春に 「ロコミ 」或いは 「手書き本」

の流通ルートを利用 して北京の町に広 く散布され、さらに他

の地方に流れてい った。その文褐は次の点を全面的に証明し

ようとしている。「改革開放は中国に新しいプルジョア階級

及びブルジ ョア階級のイデオロギーを作り 出し、しかも共産

党内部の悪者と気脈を通じ、国家の安全に重大な約威を与え

ている。その竹威は1992年以降、日増しに増え、ひどくなり、

いまや全面的勢いを振 るうにギっている。」 北京ではこの文

を 「万言臀」と呼ぶ。「交鋒」（馬立誠 ・凌志軍著 伏見茂

訳 中央公論新社99年出版）参考。

(29) 三つの信仰の危機。①社会主義はよいのか悪いのか。②党の

指森の必要はないのか否か。③マルクス ・レーニン主義、毛

沢束思想は括力があるのかないのか。この三つについて確信

が持てないことを指す。「信念の危機」という 言葉が中国の

マスコミに初めて登場したのは1980年 1月である。郭羅基 「い

わゆる 〈信念の危機〉を評す」（ヒ海 「文濯報」80・ 1 ・ 13) 

によれば 「一部の人はマルクス ・レーニン主義がダメになっ

たと考えており、学習したがらない。学校では政治理論科は

歓迎されない。機関や下場での政治理論学習はひまつぶしに

なっている。 部の人々はマルクス ・レーニン主義に対する

信念が動揺しており 、信用せず、学習しない。これがいわゆ

る 〈信念の危機〉である。」「 ：000の中国」（矢吹晋著 論

創社1984年 7月出版）に詳しい。




